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日本初記録の 3 種を含む南日本産ケブカガニ類 
( 甲殻亜門 : 十脚目 : 短尾下目 ) 9 稀種の報告
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〒 901-2111 沖縄県浦添市経塚 1-4-5 102 株式会社かんきょう社

(maenosono@kankyo-sha.co.jp)

要旨 . 九州の南端と琉球列島の沿岸域から採集
された標本に基づき , ケブカガニ科のオキナ
ガ ニ Heteropilumnus ciliatus (Stimpson, 1858), ツ
ブヨコナガオキナガニ H. decharmoyi (Bouvier, 
1915), ハバヒロオキナガニ ( 新称 ) H. hirsutior 
(Lanchester, 1900), ハラボソオキナガニ ( 新称 ) 
H. satriai Yeo, Rahayu & Ng, 2004, オ キ ナ ガ ニ
モドキ ( 新称 ) Pilumnus digitalis Rathbun, 1923, 
ウキボリタコガニ Lophoplax sculpta (Stimpson, 
1858), サ モ ア タ コ ガ ニ Pseudocryptocoeloma 
symmetrinudus Edmondson, 1951, ヨコナガオキ
ナガニ Pseudolitochira integra (Miers, 1884) およ
びメイロケブカガニ Vellumnus vermiculatus (A. 
Milne-Edwards, 1873) を報告した . これら 9 種の
うち , ハバヒロオキナガニ , ハラボソオキナガ
ニおよびオキナガニモドキは日本沿岸からの初
記録である . オキナガニモドキの形態的特徴は , 
オキナガニ属 Heteropilumnus De Man, 1895 の一
般的な特徴によく一致していたが , 分類学的な
位置付けの決定には , オキナガニ属の総合的な
見直しが必要である .

はじめに

ケブカガニ科 Pilumnidae Samouelle, 1819 は , そ
の和名や学名が示す通り , 甲や胸脚が剛毛で覆
われている種が多く , 野外において瞬時に種を
特定することが難しいグループである . さらに , 
標本を採集して顕微鏡下で観察しても種の同定
に至らない場合も多い . その要因として , 簡単
な原記載論文以降に採集例のない ( または数例
のみ ) 種が少なくないこと , 多くの属や種を網
羅した総説が少ないことなど , 既存の文献情報
が不足していることが挙げられる . さらに , こ
れらの文献情報が少ない要因としては , 個体の
発見 ･ 採集自体が難しいこと ( 堆積物や岩盤の
隙間 , 底質の中などに生息する小型種が多い ) 
も挙げられるが , 例え採集されても同定が難し
いため報告されていない場合があると考えられ
る . つまり , 「文献情報が少ないため同定が難し
いこと」と「同定が難しいため採集標本が報告
されないこと」が互いに影響して知見の蓄積が

遅れていると推察される . 
このような背景から , 琉球列島のケブカガニ

類相についても充分に把握されているとは言い
難く , 採集記録の積極的な公表が望まれる状況
である . 本稿では , 九州の南端と琉球列島の沿
岸域から採集されたケブカガニ科のうち , オキ
ナガニ属 Heteropilumnus De Man, 1895, タコガニ
属 Lophoplax Tesch, 1918, サモアタコガニ属 ( 新
称 ) Pseudocryptocoeloma Ward, 1936, ヨ コ ナ ガ
オキナガニ属 Pseudolitochira Ward, 1942, ミナベ
ケブカガニ属 Vellumnus Ng, 2010, さらにオキナ
ガニ属に類似するケブカガニ属 Pilumnus Leach, 
1815 の 1 種について , 標本に基づいて報告する . 
なお , 成瀬 (2010) に掲載されているこれらの属
の標本は , RUMF-ZC-992 を除き本稿の著者 ( 前
之園 ) が採集 ･ 一次同定したものであるが , い
くつかの標本については誤同定であることが判
明したため , 成瀬 (2010) の標本を再同定した結
果 ( 表 1) も併せて報告する . 

本稿で使用した標本は , 琉球大学博物館 
( 風 樹 館 ) (RUMF: Ryukyu University Museum, 
Fujukan) に収蔵されている . 標本の大きさは甲
長 × 甲幅で示した .

種の記録

Heteropilumnus De Man, 1895
オキナガニ属

備考 . オ キ ナ ガ ニ 属 Heteropilumnus De Man, 
1895 は , H. stormi De Man, 1895 をタイプ種とし
て創設され , 属の創設時に Pilumnus fimbriatus H. 
Milne Edwards, 1834 も本属に移された (De Man 
1895). その後 , 様々な研究によって他の属から
本属に移された種やオキナガニ属として新種記
載された種が加わり [ 詳細は Ng (1987) を参照 ], 
現在 , 本属には 20 の有効種が含まれている (Ng 
et al. 2008; Ng et al. 2018). しかし , 本属は多系統
群であると考えられており , 属の包括的な再検
討が必要とされている (Ng 1987; Ng et al. 2018). 
例えば , 現在オキナガニ属に置かれている種の
なかには , 属の創設と同じ文献で新種記載され
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たPilumnus trichophoroides De Man, 1895およびP. 
trichophorus De Man, 1895, さらに後年に記載さ
れた Litocheira splendida De Man, 1929 など , 属
の創設者である De Man 氏自身がオキナガニ属
以外の属として記載した種が含まれている (De 
Man 1895; De Man 1929). これはつまり , 現在オ
キナガニ属に置かれている多くの種とタイプ種
は大きく異なるものの , 属の標徴形質が曖昧で
あり , 後の研究によってその定義が拡大解釈さ
れている可能性が考えられる . 

日本産のオキナガニ属については , Sakai 
(1976) がオキナガニ H. ciliatus (Stimpson, 1858), 

ヨコナガオキナガニ H. integra (Miers, 1884), オ
オオキナガニ H. longipes (Stimpson, 1858), ミカ
ワオキナガニ H. mikawaensis Sakai, 1969 の 4 種
を挙げており , 同時期に Türkay (1975) がアマ
クサツェンナーガニ Litocheira amakusae Takeda 
& Miyake, 1969 を本属に含めた . しかし近年
の分類学的研究では , ヨコナガオキナガニの
帰属はヨコナガオキナガニ属 Pseudolitochira 
Ward, 1942 ( 例えば , Ward 1942; Ng 1987; Ng et 
al. 2008; Ng et al. 2018), アマクサツェンナーガニ
はツェンナーガニ属 Zehntneriana Ng & Takeda,  
2010 ( 例えば , Ng & Takeda 2010; Lee et al. 2011; 
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図 1. 全体 , 背面 ( 生時の色彩 ). A, オキナガニ (RUMF-ZC-5164, 雄 , 7.3 × 10.3 mm); B, ツブヨコナガオキナガ
ニ (RUMF-ZC-5189, 雄 , 5.3 × 7.5 mm); C, ハバヒロオキナガニ ( 新称 ) (RUMF-ZC-5172, 雄 , 5.9 × 8.6 mm); D, E, 
ハラボソオキナガニ ( 新称 ) (D, RUMF-ZC-5179, 雌 , 9.1 × 12.8 mm; E, RUMF-ZC-5177, 雌 , 6.5 × 9.2 mm); F, オ
キナガニモドキ ( 新称 ) (RUMF-ZC-5215, 雌 , 8.3 × 11.5 mm).
Fig. 1. Entire animal, dorsal view (live colouration). A, Heteropilumnus ciliatus (Stimpson, 1858) (RUMF-ZC-5164, 
雄 , 7.3 × 10.3 mm); B, Heteropilumnus decharmoyi (Bouvier, 1915) (RUMF-ZC-5189, male, 5.3 × 7.5 mm); C, 
Heteropilumnus hirsutior (Lanchester, 1900) (RUMF-ZC-5172, male, 5.9 × 8.6 mm); D, E, Heteropilumnus satriai 
Yeo, Rahayu & Ng, 2004 (D, RUMF-ZC-5179, female, 9.1 × 12.8 mm; E, RUMF-ZC-5177, female, 6.5 × 9.2 mm); F, 
Pilumnus digitalis Rathbun, 1923 (RUMF-ZC-5215, female, 8.3 × 11.5 mm).



Ng & Lin 2015; Lee et al. 2015) とされている . さ
らに近年 , 前之園 (2016) は沖縄諸島からツブ
ヨコナガオキナガニ Pseudolitochira decharmoyi 
(Bouvier, 1915) を報告したが , Ng et al. (2017) お
よび Ng et al. (2018) によってこの種の帰属はオ
キナガニ属に移された . これらの経緯の結果 , 
これまで日本沿岸から記録されているオキナガ
ニ属は , オキナガニ , ツブヨコナガオキナガニ
H. decharmoyi (Bouvier, 1915), オオオキナガニ , 
ミカワオキナガニの 4 種となる . 

なお , Ortmann (1893: 436) によって報告され
た奄美大島産の H. fimbriatus (H. Milne Edwards, 
1834) (Pilumnus として ) は , Komai (1999: 89) に
よってオキナガニ属であることは確認されてい
るが , 種の同定は保留されている . さらに , 酒
井 (2003) は「日本産蟹類の標準和名」と題した
リストに H. holthuisi Ng & Tan, 1988 を掲載し , 
Naderloo & Türkay (2012) や Naderloo (2017) は H. 
trichophoroides (De Man, 1895) の分布域に日本を
含めているが , 両種ともに日本沿岸からの採集
記録はない . 加えて , 三宅 ･ 武田 (1978) および
山口ら (1987) は天草諸島において H. setosus (A. 
Milne-Edwards, 1873) の標本を採集しているが 
(Litocheira および Zehntneria として ), 何れも形
態の記載や同定根拠 , 図などが示されておらず , 
その後に日本沿岸からの採集記録もない . した
がって本稿では以上の 4 種を日本産種とは扱わ
なかった .

Heteropilumnus ciliatus (Stimpson, 1858)
オキナガニ
( 図 1A, 2, 6A, 14A, B)

Pilumnoplax ciliatus Stimpson, 1858: 94 [40].
Pilumnoplax ciliata — Miers 1886: 226; Stimpson 

1907: 92.
Litocheira ciliata — Tesch 1918: 163; Balss 1922: 

137; 酒井 1935: 72; 酒井 1936: 185, pl. 54 (fig. 

3); 上田 1936: 317, fig. 8.
Heteropilumnus ciliatus — Balss 1933: 42, 44; Sakai 

1939: 539, pl. 66 (fig. 3); 上田 1941: 131, fig. 71; 
Miyake et al. 1962: 129; Sakai 1965: 160 (English 
text), 69 (Japanese text), pl. 79 (fig. 3); Serène 
1968: 85; 武田 ･ 三宅 1968: 127; Kim 1973: 396 
(Korean text), 634 (English text), text-fig. 156, 
pl. 30 (fig. 118); Serène et al. 1974: 23; Sakai 
1976: 492 (English text), 303 (Japanese text), pl. 
176 (fig. 3); 山口ら 1976: 38; 三宅 ･ 武田 1978: 
41; 池田 1981: 19; 武田 1982: 188, fig. 557; 三
宅 1983: 233; Kim & Chang 1985: 54; Dai et al. 
1986: 346, pl. 50 (2); Ng 1987: 79, 95; 山口ら 
1987: 29, pl. 14 (fig. 1); Dai & Yang 1991: 373, 
pl. 50 (2); 池 田 1994: 24; Deb 1995: 218, 227; 
村岡 1998: 44; 峯水 2000: 281; 武田ら 2000: 
140; 伊藤 ･ 本間 2001: 30; 酒井 2003: 20; 本尾 
2003: 67; Ko & Yang 2003: 341, figs. 1–6; 武田 
2006: 256; 武田ら 2006: 203; Kumar et al. 2007: 
286; Dev Roy 2008: 56, 168; Ng et al. 2008: 140; 
Rao 2010: 195; Castro & Ng 2010: 25; 武田ら 
2011: 69, fig. 33 (145); Ryu et al. 2012: 726; Ko 
& Lee 2012: 25, pl. 6; Dev Roy & Nandi 2012: 
202; Hwang et al. 2014: 208, 210; 本 尾 2014: 
78, fig. 5; 渡部 2014: 59; Luo et al. 2015: Table 
S1; Ng et al. 2017: 62; Xu et al. 2018: 611; 吉崎 
2018: 31, 67, 174, 183; Trivedi et al. 2018: 59.

Heteropilumnus cristadentatus Shen, 1936: 65, fig. 2.
Heteropilumnus ciliata — Serène & Lohavanijaya 

1973: 69.
(?) Ceratoplax ciliatus — 丸村 ･ 小阪 2003: 61.
Not Heteropilumnus ciliatus — 成 瀬 2010: 31 

[RUMF-ZC-951, 952 = H. hirsutior (Lanchester, 
1900); RUMF-ZC-957, 958, 975 = H. satriai 
Yeo, Rahayu & Ng, 2004]; Anggraeni et al. 2005: 
220, fig. 3 [= Pilumnus sp.].

検討標本 . RUMF-ZC-5166, 3 雄 (4.6 × 6.5, 4.7 × 
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登録番号
Registration number

内容
Contents

成瀬 (2010) における同定
Identification by Naruse (2010)

本研究による再同定
Re-identification by this study

RUMF-ZC-951 1 female Heteropilumnus ciliatus (Stimpson, 1858) Heteropilumnus hirsutior (Lanchester, 1900)
RUMF-ZC-952 1 female Heteropilumnus ciliatus (Stimpson, 1858) Heteropilumnus hirsutior (Lanchester, 1900)
RUMF-ZC-957 1 female Heteropilumnus ciliatus (Stimpson, 1858) Heteropilumnus satriai Yeo, Rahayu & Ng, 2004
RUMF-ZC-958 1 male Heteropilumnus ciliatus (Stimpson, 1858) Heteropilumnus satriai Yeo, Rahayu & Ng, 2004
RUMF-ZC-975 1 female Heteropilumnus ciliatus (Stimpson, 1858) Heteropilumnus satriai Yeo, Rahayu & Ng, 2004
RUMF-ZC-1050 1 male Heteropilumnus sp. Heteropilumnus decharmoyi (Bouvier, 1915)
RUMF-ZC-974 1 male, 3 females Lophoplax sculpta (Stimpson, 1858) Lophoplax sculpta (Stimpson, 1858)
RUMF-ZC-992 1 female Lophoplax sculpta (Stimpson, 1858) Lophoplax sculpta (Stimpson, 1858)
RUMF-ZC-967 2 females Pseudolitochira integra (Miers, 1884) Pseudolitochira integra (Miers, 1884)
RUMF-ZC-973 2 males, 2 females Pseudolitochira integra (Miers, 1884) Pilumnus sp. [(?) P. turgidulus Rathbun, 1911]
RUMF-ZC-987 1 male Pilumnus vermiculatus 

A. Milne-Edwards, 1873
Vellumnus vermiculatus 
(A. Milne-Edwards, 1873)

表 1. 成瀬 (2010) に掲載されている標本の再同定結果 .
Table 1. Results of re-identifications of the specimens published in Naruse (2010).



6.5, 8.9 × 12.3 mm), 2 雌 (4.1 × 5.5, 7.4 × 11.1 mm), 
鹿児島県指宿市魚見港 , 2010 年 1 月 1 日 , 前
之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5165, 1 雌 (5.0 × 7.1 
mm), 鹿児島県指宿市魚見港 , 2015 年 5 月 1 日 , 
前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5164, 2 雄 (6.3 × 9.0, 
7.3 × 10.3 mm), 2 雌 (6.3 × 9.1, 9.9 × 14.8 mm), 鹿
児島県指宿市魚見港 , 2015 年 12 月 27 日 , 前之
園唯史採集 ; RUMF-ZC-5221, 2 雄 (4.7 × 6.6, 5.0 
× 6.7 mm), 2 雌 (4.6 × 6.6, 9.4 × 13.7 mm), 鹿児島
県指宿市魚見港 , 2019 年 1 月 5 日 , 前之園唯史
採集 . 
備考 . 本研究の検討標本では , 掌部外面の剛

毛と顆粒の配置に変異が確認された . すなわち , 
掌部の中央から指部方向にかけて無毛 ･ 平滑と
なる個体 ( 図 2D), 不動指の基部付近のみ無毛 ･

平滑となる個体 ( 図 2E), 不動指の基部付近は無
毛だが顆粒で覆われる個体 , 掌部全域が剛毛と
顆粒で覆われる個体 ( 図 2F) である . この変異
の大まかな傾向としては , 小型個体よりも大型
個体 , 雌よりも雄の方が無毛 ･ 平滑であるが例
外も多い . ただし , 左右の鉗脚は常に同じ形質
状態である .

成瀬 (2010: 31) に掲載されている沖縄島産
の オ キ ナ ガ ニ Heteropilumnus ciliates (RUMF-
ZC-951, 952, 957, 958, 975) の う ち , RUMF-
ZC-951 と 952 はハバヒロオキナガニ ( 新称 ) 
H. hirsutior (Lanchester, 1900) で あ り , RUMF-
ZC-957, 958, 975 はハラボソオキナガニ ( 新称 ) 
H. satriai Yeo, Rahayu & Ng, 2004 の誤りであっ
た ( 表 1). 

図 2. オキナガニ (A–D, RUMF-ZC-5166, 雄 , 8.9 × 12.3 mm; E, RUMF-ZC-5164, 雌 , 9.9 × 14.8 mm; F, RUMF-
ZC-5164, 雄 , 7.3 × 10.3 mm). A, 甲 , 背面 ; B, 甲の右前半部 , 背面 ; C, 頭胸甲の右前半部 , 前面 ; D–F, 鉗部 , 外
面 .
Fig. 2. Heteropilumnus ciliatus (Stimpson, 1858) (A–D, RUMF-ZC-5166, male, 8.9 × 12.3 mm; E, RUMF-ZC-5164, 
female, 9.9 × 14.8 mm; F, RUMF-ZC-5164, male, 7.3 × 10.3 mm). A, carapace, dorsal view; B, right anterior part of 
carapace, dorsal view; C, right anterior part of cephalothorax, frontal view; D–F, chelae, outer view.
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Anggraeni et al. (2015: fig. 3) が図示したイン
ドネシア産の個体は , 甲の幅が狭い , 剛毛の生
え方が疎らである , 歩脚が長いなどの特徴によ
りケブカガニ属 Pilumnus Leach, 1815 の一種だ
と考えられる . 

丸 村 ･ 小 阪 (2003: 61) に は , 「 オ キ ナ ガ ニ
Ceratoplax ciliatus (Stimpson, 1858)」 が 掲 載 さ
れているが ,「オキナガニ」の和名で呼ばれて
い る 種 と C. ciliata Stimpson, 1858 (Ceratoplax 
Stimpson, 1858 のタイプ種 ) は別の種であるた
め , 丸村 ･ 小阪 (2003) の記録は , どちらの種を
指しているのか不明である .
採集環境 . 検討標本は , 漁港に隣接する転石

帯の潮間帯下部および潮下帯より採集された .
分布 . タイプ産地は伊豆半島の下田 (Stimpson 

1858). 主要な文献における本種の分布域は東ア
ジア沿岸域とされているが ( 例えば , Sakai 1976; 
Dai & Yang 1991), インド (Trivedi et al. 2018) や
インドネシア (Serène et al. 1974) からも記録が
ある . 日本国内における分布域は男鹿半島 ･ 相
模湾から九州までであり ( 武田ら 2011), 琉球列
島からの記録は誤同定であった ( 備考参照 ).

Heteropilumnus decharmoyi (Bouvier, 1915)
ツブヨコナガオキナガニ
( 図 1B, 3, 6B, 14C, D)

Litochira de Charmoyi Bouvier, 1915: 298, text-fig. 
35, pl. 6 (figs. 8, 9), pl. 7 (fig. 9).

Litocheira de charmoyi — Tesch 1918: 165.
Heteropilumnus de charmoyi — Balss 1933: 42, 44.
Heteropilumnus decharmoyi — Shen 1936: 65; 

Serène 1968: 85; Ng et al. 2017: 62; Ng et al. 
2018: 3, figs. 1A–C, 2–4.

Pseudolitochira de charmoyi — Ward 1942: 52.
Pseudolitochira decharmoyi — Ng 1987: 79, 97; Ng 

et al. 2008: 144; 前之園 2016: 39, figs. 1–3.
Heteropilumnus sp. — 成瀬 2010: 31.

検討標本 . RUMF-ZC-5189, 1 雄 (5.3 × 7.5 mm), 
沖縄島国頭村辺野喜 , 2010 年 4 月 16 日 , 前之園
唯史採集 ; RUMF-ZC-1050, 1 雄 (6.0 × 8.5 mm), 
沖縄諸島本部町瀬底島 , 2008 年 5 月 5 日 , 前之
園唯史採集 . その他の標本 (4雄 ) は前之園 (2016: 
40) の「検討標本」を参照 .
備考 . 前 之 園 (2016: 44) は Heteropilumnus 

splendidus (= Litocheira splendida De Man, 1929) 
が本種の新参異名である可能性を指摘したが , 
Ng et al. (2018: 3) は De Man (1929) の図を手掛か
りに両種は識別可能であるとした .

成瀬 (2010: 31) に掲載されている沖縄諸島
瀬底島産の Heteropilumnus sp. の標本 (RUMF-
ZC-1050) はツブヨコナガオキナガニであった 

図 3. ツブヨコナガオキナガニ (RUMF-ZC-5189, 雄 , 5.3 × 7.5 mm). A, 甲 , 背面 ; B, 甲の右前半部 , 背面 ; C, 頭
胸甲の右前半部 , 前面 ; D, 鉗部 , 外面 .
Fig. 3. Heteropilumnus decharmoyi (Bouvier, 1915) (RUMF-ZC-5189, male, 5.3 × 7.5 mm). A, carapace, dorsal view; 
B, right anterior part of carapace, dorsal view; C, right anterior part of cephalothorax, frontal view; D, chelae, outer 
view.
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( 表 1).
採集環境 . 検討標本は , 礁池内の転石の下よ

り採集された . このほかに前之園 (2016) は , 礁
縁付近の死サンゴ塊の隙間でも採集している .
分布 . モ ー リ シ ャ ス を タ イ プ 産 地 と し 

(Bouvier 1915), これまで台湾 , 琉球列島 (沖縄島 , 
瀬底島 ), バヌアツから報告されている ( 前之園 
2016; Ng et al. 2018).

Heteropilumnus hirsutior (Lanchester, 1900)
ハバヒロオキナガニ (新称 )
( 図 1C, 4, 6C, 14E, F)

Carcinoplax subinteger var. hirsutior Lanchester, 
1900: 751.

Litocheira subintegra var. hirsutior — Gordon 1931: 
549, fig. 25a; Stephensen 1946: 226.

Heteropilumnus hirsutior — Ng 1987: 79, 96; Ng & 
Tan 1988: 19, figs. 3, 4; Ng et al. 2008: 140.

Heteropilumnus ciliatus —  成 瀬 2010: 31 (part: 
RUMF-ZC-951, 952) [Not H. ciliatus (Stimpson, 
1858)].

検討標本 . RUMF-ZC-5167, 1 雌 (4.7 × 7.2 mm), 
沖縄島名護市二見 , 2010 年 5 月 18 日 , 前之園唯
史採集 ; RUMF-ZC-5174, 2 雌 (3.6 × 5.1, 4.0 × 6.0 
mm), 沖縄島名護市二見 , 2011 年 5 月 4 日 , 前之
園唯史採集 ; RUMF-ZC-5186, 1 雄 (4.0 × 6.0 mm), 
沖縄島名護市二見 , 2009 年 4 月 14 日 , 前之園唯
史採集 ; RUMF-ZC-5169, 1 雄 (4.7 × 6.9 mm), 沖
縄島うるま市海中道路 , 2011 年 1 月 2 日 , 前之
園唯史採集 ; RUMF-ZC-5184, 1 雄 (4.3 × 6.2 mm), 
沖縄島うるま市海中道路 , 2008 年 12 月 13 日 , 
前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5170, 2 雄 (4.8 × 6.9, 
4.8 × 7.1 mm), 沖縄島中城村浜漁港 , 2013 年 3 月
10 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5171, 4 雄 (3.2 
× 4.5, 3.7 × 5.2, 3.8 × 5.4, 4.3 × 6.1 mm), 4 雌 (3.3 
× 4.7, 3.3 × 4.9, 4.0 × 6.0, 4.8 × 7.3 mm), 沖縄島中
城村浜漁港 , 2017 年 3 月 30 日 , 前之園唯史採
集 ; RUMF-ZC-5172, 4 雄 (4.9 × 7.0, 5.3 × 7.7, 5.3 
× 7.8, 5.9 × 8.6 mm), 沖縄島中城村浜漁港 , 2017
年 4 月 30 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5173, 
1 雌 (6.2 × 9.9 mm), 沖縄島中城村浜漁港 , 2018
年 2 月 28 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-952, 
1 雌 (4.4 × 6.7 mm), 沖縄島浦添市港川 , 2008 年
1 月 6 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-951, 1 雌 
(3.9 × 5.7 mm), 沖縄島浦添市港川 , 2008 年 3 月
18 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5175, 1 雄 (3.1 
× 4.3 mm), 沖縄島浦添市港川 , 2008年10月13日 , 
前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5168, 1 雄 (3.4 × 5.1 
mm), 沖縄島南城市佐敷馬天港 , 2010 年 12 月 28
日 , 前之園唯史採集 .

備考 . 検討標本の形態的特徴は , Ng & Tan 
(1988) によるHeteropilumnus hirsutior (Lanchester, 
1900) の記載や図と概ね一致した . 

本研究の検討標本のうち , すべての雌および
小型 ( 甲長 4.7 mm 以下 ) の雄では左右の鉗脚
ともに掌部外面の全域および指部の基部付近が
剛毛と顆粒で覆われているが ( 図 4F), 大型 ( 甲
長 4.9 mm 以上 ) の雄では , 大鉗脚の掌部外面の
下縁付近から不動指の先端にかけて無毛 ･ 平滑
である ( 図 4D). さらに , これらの中間的な大き
さ ( 甲長 4.8 mm) の 2 個体の雄のうち , 1 個体は
小型の雄と同様であり , もう 1 個体は掌部下面
のごく一部と大鉗脚の不動指が無毛 ･ 平滑であ
る ( 図 4E). これらのことから , この変異は成長
に伴う雄の形態変化と考えられる . なお , 本種
のホロタイプは , 本研究で扱ったすべての検討
標本よりも大型の雄 ( 甲長 8.0 mm) であるが , 
右鉗脚を損失しているため , Ng & Tan (1988: fig. 
3C) で図示された左鉗脚が大 ･ 小何れの鉗脚で
あるのか不明である . 

Heteropilumnus hirsutior とオキナガニ , さら
にオキナガニ属に類似するオキナガニモドキ 
( 新称 ) Pilumnus digitalis Rathbun, 1923 ( 詳細後
述 ) の 3 種は , 甲の前側縁の切れ込みが深く , 
前鰓歯が明瞭である点において類似する . しか
しながら , 次の形質によってこの 3 種は識別可
能である : (1) H. hirsutior は , オキナガニや P. 
digitalis よりも甲が幅広い ( 図 1A, C, F, 2A, 4A, 
7A); (2) 眼窩上縁の切れ込みは , オキナガニでは
明瞭であるが ( 図 2B), H. hirsutior と P. digitalis
では不明瞭である ( 図 4B, 7B); (3) 眼窩下縁の
内角は , オキナガニでは尖り , その頂点から下
方に向かって明瞭な稜が伸びるのに対して ( 図
2C), H. hirsutior と P. digitalis では内角が丸みを
帯び , 下方に伸びる稜を欠く ( 図 4C, 7C); (4) P. 
digitalis の眼下域は平滑であるが ( 図 7C), オキ
ナガニと H. hirsutior では顆粒が散在し , この顆
粒は H. hirsutior よりオキナガニの方が大きく , 
数も多い ( 眼下域が皺状になる個体もいる ) ( 図
2C, 4C). 

成瀬 (2010: 31) に掲載されている H. ciliatus
の う ち , RUMF-ZC-951 と 952 は 本 種 (H. 
hirsutior) であった ( 表 1).
採集環境 . 検討標本は , 転石帯の潮間帯下部

および潮下帯より採集された . 何れの採集地も
泥の多い砂泥底質であった . 
分布 . これまでの採集記録は , タイプ産地の

シンガポールのみであった (Lanchester 1900; Ng 
& Tan 1988). 本研究による沖縄島からの標本は , 
本種の日本初記録となる .
和名 . Heteropilumnus hirsutior は , 甲が幅広い

ため「ハバヒロオキナガニ」の標準和名を提唱
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する . なお , 和名の基準となる標本には本研究
の検討標本 (RUMF-ZC-5172, 雄 , 5.9 × 8.6 mm) 
を指定する .

Heteropilumnus satriai Yeo, Rahayu & Ng, 2004
ハラボソオキナガニ (新称 )
( 図 1D, E, 5, 6D, 14G, H)

Heteropilumnus satriai Yeo, Rahayu & Ng, 2004: 
80, fig. 1; Ng et al. 2008: 140; Ng et al. 2017: 62; 
Ng et al. 2018: 3, figs. 1D–F, 5–9.

Heteropilumnus ciliatus — 成 瀬 2010: 31 (part: 
RUMF-ZC-957, 958, 975) [Not H. ciliatus 
(Stimpson, 1858)].

検討標本 . RUMF-ZC-5179, 1 雄 (4.6 × 6.2 mm), 1

雌 (9.1 × 12.8 mm), 沖縄島国頭村辺野喜 , 2010 年
4 月 16 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5187, 1
雌 (3.7 × 5.0 mm), 沖縄島本部町備瀬 , 2010 年 5
月 19 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5181, 1 雄 
(6.6 × 9.1 mm), 沖縄島本部町山川 , 2014 年 11 月
24 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5178, 1 雄 (9.0 
× 12.6 mm), 沖縄諸島本部町瀬底島 , 2009 年 1 月
26 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5185, 1 雌 (7.8 
× 10.8 mm), 沖縄諸島本部町瀬底島 , 2009 年 6 月
7 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5188, 1 雌 (7.1 
× 10.2 mm), 沖縄諸島本部町瀬底島 , 2010 年 5
月 11 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5220, 2 雄 
(8.0 × 11.2, 9.5 × 13.5 mm), 1 雌 (9.0 × 13.2 mm), 
沖縄諸島本部町瀬底島 , 2018 年 12 月 23 日 , 前
之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5183, 1 雌 (8.4 × 12.0 

図 4. ハバヒロオキナガニ ( 新称 ) (A–D, RUMF-ZC-5172, 雄 , 5.9 × 8.6 mm; E, RUMF-ZC-5170, 雄 , 4.8 × 7.1 
mm; F, RUMF-ZC-5173, 雌 , 6.2 × 9.9 mm). A, 甲 , 背面 ; B, 甲の右前半部 , 背面 ; C, 頭胸甲の右前半部 , 前面 ; 
D–F, 鉗部 , 外面 .
Fig. 4. Heteropilumnus hirsutior (Lanchester, 1900) (A–D, RUMF-ZC-5172, male, 5.9 × 8.6 mm; E, RUMF-ZC-5170, 
male, 4.8 × 7.1 mm; F, RUMF-ZC-5173, female, 6.2 × 9.9 mm). A, carapace, dorsal view; B, right anterior part of 
carapace, dorsal view; C, right anterior part of cephalothorax, frontal view; D–F, chelae, outer view.
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mm), 沖縄島恩納村万座毛裏 , 2008 年 12 月 12
日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-975, 1 雌 (5.8 × 
8.0 mm), 沖縄島嘉手納町水釜 , 2008 年 2 月 6 日 , 
前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-958, 1 雄 (5.5 × 7.8 
mm), 沖縄島北谷町砂辺 , 2008 年 3 月 5 日 , 前之
園唯史採集 ; RUMF-ZC-957, 1 雌 (4.4 × 6.1 mm), 
沖縄島北谷町砂辺 , 2008 年 3 月 20 日 , 前之園
唯史採集 ; RUMF-ZC-5182, 2 雌 (5.3 × 7.2, 8.5 × 
11.7 mm), 沖縄島北谷町砂辺 , 2009 年 10 月 17 日 , 
前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5222, 1 雌 (5.7 × 8.0 
mm), 沖縄島浦添市伊奈武瀬 , 2012 年 11 月 13 日 , 
前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5223, 1 雌 (5.5 × 7.6 
mm), 沖縄島浦添市伊奈武瀬 , 2013 年 12 月 5 日 , 
前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5177, 1 雌 (6.5 × 9.2 
mm), 沖縄島浦添市伊奈武瀬 , 2018 年 1 月 3 日 , 

前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5180, 1 雄 (4.5 × 6.3 
mm), 沖縄諸島糸満市岡波島 , 2010 年 5 月 5 日 , 
前之園唯史採集 .
備 考 . 検 討 標 本 の 形 態 的 特 徴 は , Yeo 

et al. (2004) お よ び Ng et al. (2018) に よ る
Heteropilumnus satriai Yeo, Rahayu & Ng, 2004 の
記載や図と概ね一致した . 

本研究の検討標本では , 大鉗脚の掌部の形質
に変異が認められた . すなわち , 大鉗脚の掌部
外面の下半部が無毛でほぼ平滑となる個体 ( 図
5D), 掌部外面の全域が剛毛と顆粒で覆われる個
体 ( 図 5E), それらの中間的な個体 ( 図 5F) であ
る . 本研究の 20 標本および先行研究で図示され
た 3 標本 (Ng et al. 2018: figs. 5E, 7E, 8E, F) の雌
雄や体サイズを考慮すると , この変異は雌雄や

図 5. ハラボソオキナガニ ( 新称 ) (A–D, RUMF-ZC-5178, 雄 , 9.0 × 12.6 mm; E, RUMF-ZC-5179, 雌 , 9.1 × 12.8 
mm; F, RUMF-ZC-5188, 雌 , 7.1 × 10.2 mm). A, 甲 , 背面 ; B, 甲の右前半部 , 背面 ; C, 頭胸甲の右前半部 , 前面 ; 
D–F, 鉗部 , 外面 .
Fig. 5. Heteropilumnus satriai Yeo, Rahayu & Ng, 2004 (A–D, RUMF-ZC-5178, male, 9.0 × 12.6 mm; E, RUMF-
ZC-5179, female, 9.1 × 12.8 mm; F, RUMF-ZC-5188, female, 7.1 × 10.2 mm). A, carapace, dorsal view; B, right 
anterior part of carapace, dorsal view; C, right anterior part of cephalothorax, frontal view; D–F, chelae, outer view.
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成長段階によるものではないと考えられる .
Heteropilumnus satriai は , 甲の前側縁の切れ

込みが不明瞭である点において , ツブヨコナガ
オキナガニ H. decharmoyi に類似する . しかしな
がら , 次の形質によって両種は識別可能である : 
(1) 全身を覆う剛毛は , ツブヨコナガオキナガニ
の方が硬く , 疎らに生えるのに対して ( 図 1B, 
3A, B), H. satriai では毛質が軟らかく , より密に
生える ( 図 1D, E, 5A, B); (2) 両種ともに左右で
鉗部の大きさが異なるが , ツブヨコナガオキナ
ガニではその差は僅か ( ほぼ同大 ) であるのに
対して ( 図 2D), H. satriai では大 ･ 小鉗脚の差
が明瞭である ( 図 5D–F); (3) ツブヨコナガオキ
ナガニの両指部は細長く , 不動指は掌部の長軸
に対して顕著に下方へ屈曲するのに対して ( 図
2D), H. satriai の両指部は太くて短く , 不動指は
掌部の長軸に対して僅かに下方へ屈曲する ( 図
5D–F); (4) H. satriai の雄の腹節 ( 特に第 3 腹節 ) 
は , 幅が狭いのに対して ( 図 6D), ツブヨコナガ
オキナガニのそれは幅が広い ( 図 6B). この雄の
腹節の幅に関しては , オキナガニとハバヒロオ
キナガニから H. satriai を識別する際にも有効
である .

成瀬 (2010: 31) に掲載されている H. ciliatus
の う ち , RUMF-ZC-957, 958, 975 は 本 種 (H. 
satriai) であった ( 表 1).
採集環境 . 検討標本は , 礁池内の転石の下や

死サンゴ塊の根元より採集された .
分布 . これまでの採集記録は , インドネシア 

( タイプ産地 ) (Yeo et al. 2004) と台湾 (Ng et al. 
2018) のみであった . 本研究による沖縄諸島 ( 沖
縄島 , 瀬底島 , 岡波島 ) からの標本は , 本種の日
本初記録となる .

和名 . Heteropilumnus satriai は , 雄の腹部の
幅が狭いため「ハラボソオキナガニ」の標準和
名を提唱する . なお , 和名の基準となる標本に
は本研究の検討標本 (RUMF-ZC-5178, 雄 , 9.0 × 
12.6 mm) を指定する .

Pilumnus Leach, 1815
ケブカガニ属
Pilumnus digitalis Rathbun, 1923
オキナガニモドキ (新称 )
( 図 1F, 7)

Pilumnus digitalis Rathbun, 1923: 112, pl. 22; 
Montgomery 1931: 445; Balss 1933: 12, 41; 
Springthorpe & Lowry 1994: 97; Davie 2002: 
409 numbered fig., 415; Ng et al. 2008: 141.

Heteropilumnus digitalis — Serène 1968: 85.

検討標本 . RUMF-ZC-5215, 1 雄 (8.3 × 11.5 mm), 
沖縄島浦添市港川 , 2018 年 3 月 1 日 , 前之園唯
史採集 . 
備考 . 本研究の検討標本の特徴は , 先行研

究で示されている Pilumnus trichophoroides De 
Man, 1895 ( 現在は Heteropilumnus; タイプ産地 : 
西スラウェシ ), P. borradailei Rathbun, 1909 ( タ
イプ産地 : タイ ) および P. digitalis Rathbun, 1923 
( タイプ産地 : クイーンズランド ) の記載や図に
概ね一致した . 

これら 3 種の分類学的な位置付けに関し
ては , これまでも様々な意見が出されている . 
Nobili (1906: 134) は P. trichophoroides が オ キ
ナ ガ ニ 属 Heteropilumnus De Man, 1895 に 類 似
していることを指摘し , Balss (1933: 42) は P. 

図 6. 雄の腹部 . A, オキナガニ (RUMF-ZC-5166, 雄 , 8.9 × 12.3 mm); B, ツブヨコナガオキナガニ (RUMF-
ZC-5189, 雄 , 5.3 × 7.5 mm); C, ハバヒロオキナガニ ( 新称 ) (RUMF-ZC-5172, 雄 , 5.9 × 8.6 mm); D, ハラボソオ
キナガニ ( 新称 ) (RUMF-ZC-5178, 雄 , 9.0 × 12.6 mm).
Fig. 6. Male pleon. A, Heteropilumnus ciliatus (Stimpson, 1858) (RUMF-ZC-5166, male, 8.9 × 12.3 mm); B, 
Heteropilumnus decharmoyi (Bouvier, 1915) (RUMF-ZC-5189, male, 5.3 × 7.5 mm); C, Heteropilumnus hirsutior 
(Lanchester, 1900) (RUMF-ZC-5172, male, 5.9 × 8.6 mm); D, Heteropilumnus satriai Yeo, Rahayu & Ng, 2004 
(RUMF-ZC-5178, male, 9.0 × 12.6 mm).
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trichophoroides の帰属をオキナガニ属と結論付
け , 同 時 に P. borradailei を H. trichophoroides
の新参異名とした . この扱いは現在も踏襲さ
れている ( 例えば , Ng 1987: 79; Ng et al. 2008: 
140). 一 方 , P. digitalis Rathbun, 1923 に つ い て
は , Balss (1933) がケブカガニ属と扱いつつ (p. 
12), オキナガニ属に類似していることを指摘
し (p. 41), Barnard (1950: 268) は P. digitalis が H. 
trichophoroides の新参異名である可能性を指摘
している . さらに Serène (1968: 85) は Rathbun 
(1923) の種をオキナガニ属と扱い , 疑問符付き
ながら H. trichophoroides と同一種とした . し
かしながら , 近年の研究では , P. digitalis と H. 
trichophoroides は異なる種とされ , さらに前者
はオキナガニ属とも扱われていない ( 例えば , 
Ng 1987: 79; Ng & Tan 1988: 13; Davie 2002: 415, 
426; Ng et al. 2008: 140, 141).

Rathbun (1923) は , P. digitalis の特徴として
H. trichophoroides ( 新参異名 P. borradailei を含
む ) よりも甲の幅が狭く , 歩脚が短いことを挙
げている . これまでに報告されている P. digitalis
および H. trichophoroides の計測値から甲幅 / 甲
長比と歩脚長 / 甲長比を算出すると , 表 2 に
示 し た 通 り P. digitalis と H. trichophoroides の
原記載同士の比較では明らかに P. digitalis の
方が甲の幅が狭く , 歩脚も短い . この両種の原
記載のみと比較すると本研究の検討標本は P. 
digitalis に近い値となったが , 原記載以外の H. 
trichophoroides (P. borradailei を含む ) の値まで
含めると両種の甲幅 / 甲長比は重複し , 歩脚長 /
甲長比は近似するため , これらの値のみで識別

することは困難である .
計測形質以外の特徴で判断すると , 鉗部の

不動指は , P. digitalis のホロタイプでは掌部の
長軸に対して顕著に下方へ屈曲するが [Rathbun 
1923: pl. 22 (2, 3)], H. trichophoroides のホロタイ
プでは僅かに下方へ曲がるのみであり [De Man 
1897: pl. 13 (fig. 8d)], H. trichophoroides の新参異
名とされている P. borradailei でも下方への曲が
りは僅かである (Rathbun 1910: text-fig. 40; おそ
らくホロタイプではない ). ただし , パキスタン
産の H. trichophoroides では下方への曲がりが強
く (Tirmizi & Ghani 1982: fig. 2C’), P. digitalis と
の違いを見出せない . 本研究の検討標本の鉗部
は , P. digitalis の原記載およびパキスタン産の H. 
trichophoroides の図とよく一致した ( 図 7D). さ
らに , 眼窩上縁の 2 つ ( 内側と外側 ) の切れ込
みは , P. digitalis のホロタイプでは , 内側の切れ
込みは狭いが明瞭であり , 外側には幅広い U 字
型の切れ込み ( 実際には窪み ) を具えるのに対
して [Rathbun 1923: pl. 22 (1)], H. trichophoroides
のホロタイプでは , 内側の切れ込みは P. digitalis
と同様に狭くて明瞭であるが , 外側には切れ
込み ( またはその痕跡 ) と認識できる窪みは
な い [De Man 1897: pl. 13 (fig. 8a)]. し か し , P. 
borradailei では 「眼窩上縁の外側の切れ込みは
小さく , 内側のものはほとんど認識できない」
とされ (Rathbun 1910: 356), さらにモザンビーク
およびパキスタン産の H. trichophoroides では , 
眼窩上縁に切れ込みや窪みを一切欠いている 
(Barnard 1950: fig. 49h; Tirmizi & Ghani 1982: fig. 
2B). 本研究の検討標本では , 内側の切れ込みを

Identification Source CL
(mm)

CW 
(mm)

P4L 
(mm)

CW/CL 
(ratio)

P4L/CL 
(ratio)

Sex Locality

P. digitalis Rathbun (1923) 
original description

9 12 16.8 (*1) 1.33 1.87 male Pine Peak, Queensland

P. digitalis Montgomery (1931) 5.5 7.5 — 1.36 — female Western Australia
P. digitalis present study 8.3 11.5 14.16 (*2)

16.11 (*3)
1.39 1.71

1.94
female Ryukyu, Japan

H. trichophoroides De Man (1895) 
original description

6.5 9.75 18.5 (*1) 1.50 2.85 female West Celebes

H. trichophoroides
(P. borradailei)

Rathbun (1909) 
original description

7.4 10 — 1.35 about 2, see 
Rathbun (1910)

male Koh Chang, Thailand

H. trichophoroides Rathbun (1911) 9.8 13.5 — 1.38 — female Egmont reef, 

Queensland
H. trichophoroides Barnard (1950) 12 16.5 — 1.38 — female Delagoa Bay, 

Mozambique
H. trichophoroides Naderloo (2017) 15.8 20 — 1.27 — female Qeshm Island, Iran

表 2. 先行研究および本研究で示された Pilumnus digitis および Heteropilumnus trichophoroides (P. borradailei を
含む ) の計測値およびその比 . CL = 甲長 ; CL = 甲幅 ; P4L = 第 4 胸脚 ( 第 3 歩脚 ) の長さ ; *1 = 計測方法不明 ; 
*2 = 計測方法は前之園 ･ 成瀬 (2016: 図 1B) に準拠 ; *3 = *2 + 底節 ･ 基節・座節長 .
Table 2. Measurements and ratios of Pilumnus digitalis and Heteropilumnus trichophoroides (including P. borradailei), 
shown in previous studies and present study. CL = carapace length; CW = carapace width; P4L = length of fourth 
pereiopod (third ambulatory leg); *1 = measurement method unknown; *2 = measurement method follows Maenosono 
& Naruse (2016: fig. 1B); *3 = *2 + lengths of coxa, basis and ischium.

28 [Report] Maenosono: Nine rare pilumnid crab species from southern Japan



欠き , 外側は幅広い U 字型の窪みを具えている 
( 図 7B). 

以 上 の よ う に , 原 記 載 以 外 の H. 
trichophoroides の情報や異名とされている P. 
borradailei まで含めて検討すると , 本研究の検
討標本が H. trichophoroides である可能性は否定
できないが , 甲の幅 , 歩脚の長さ , 鉗部の形状 , 
眼窩上縁の外側の窪みの有無において , 少なく
とも H. trichophoroides の原記載とは一致せず , 
さらに , 眼窩上縁の内側の切れ込みの有無を除
き P. digitalis の原記載とよく一致することから , 
琉球列島産の標本を暫定的に P. digitalis と同定
した . しかしながら , 本研究で種同定の根拠と
した形質の有効性については , 異名とされてい
る P. borradailei まで含めた 3 種それぞれのタイ
プ標本を直接比較する必要があり , 加えて , 多
くの追加標本に基づく相対成長などの種内変異
の把握も必要であろう . 

Pilumnus digitalis が有する次の特徴は , 現在
オキナガニ属に置かれている多くの種と共通す
る : (1) 甲の外観は丸みを帯びた横長の長方形 ; 
(2) 甲の前側縁の歯は棘状にならない ; (3) 甲の
ほぼ全域を剛毛で覆われ , 前縁と前側縁付近に
はさらに長い剛毛が並んで生える . しかし , オ
キナガニ属は分類学的な再検討が必要である
ため ( オキナガニ属の備考を参照 ), 本稿では P. 
digitalis の帰属を原記載のままとした .

採集環境 . 検討標本は , 海草藻場内に集積し
た死サンゴ片を底質ごとタモ網で掬い取る方法
により採集された . 採集地の水深は約 1 m であ
った .
分布 . これまでの採集記録は , クイーンズラ

ンド ( タイプ産地 ) (Rathbun 1923) と西オースト
ラリア (Montgomery 1931) のみであった . 本研
究による沖縄島からの標本は , 本種のオースト
ラリア以外からの初記録であり , 同時に日本初
記録となる .
和名 . Pilumnus digitalis は , オキナガニ属に

類似するため「オキナガニモドキ」の標準和
名を提唱する . なお , 和名の基準となる標本に
は本研究の検討標本 (RUMF-ZC-5215, 雌 , 8.3 × 
11.5 mm) を指定する .

Lophoplax Tesch, 1918
タコガニ属

備考 . 日本の沿岸域から記録のあるタコガニ属
Lophoplax Tesch, 1918 は , タコガニ L. takakurai 
Sakai, 1935, L. sculpta (Stimpson, 1858) および L. 
sextuberculata Takeda & Kurata, 1984 の 3 種であ
るが , L. sculpta と L. sextuberculata にはそれぞ
れ 2 つ以上の和名が提唱されている . 

Lophoplax sculpta の和名を最初に提唱した
Takeda (1977a) は「Ukibori-takogani」とし , 武田 

図 7. オキナガニモドキ ( 新称 ) (RUMF-ZC-5215, 雌 , 8.3 × 11.5 mm). A, 甲 , 背面 ; B, 甲の右前半部 , 背面 ; C, 
頭胸甲の右前半部 , 前面 ; D, 鉗部 , 外面 .
Fig. 7. Pilumnus digitalis Rathbun, 1923 (RUMF-ZC-5215, female, 8.3 × 11.5 mm). A, carapace, dorsal view; B, right 
anterior part of carapace, dorsal view; C, right anterior part of cephalothorax, frontal view; D, chelae, outer view.
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(1982: 198), 永井 ･ 野村 (1988), 成瀬 (2010) も「ウ
キボリタコガニ」の和名を使用している . しか
し三宅 (1983) と酒井 (2003) では「アマミタコ
ガニ」, 丸村 ･ 小阪 (2003) では「アマミタコガ
ニ ( ウキボリタコガニ )」とされている . 本稿で
は最初に和名を提唱した Takeda (1977a) に準拠
し , L. sculpta の和名を「ウキボリタコガニ」と
した . 

一方 , L. sextuberculata の和名は , 武田 ･ 丸
村 (1995) と丸村 ･ 小阪 (2003) では「キイタコ
ガニ」, 酒井 (2003) では「オガサワラタコガ
ニ」, Takeda & Komatsu (2018) では「アカホシ
タコガニ」とされている . 本種の和名を最初に
提唱した武田 ･ 丸村 (1995) では , 和名提唱の対
象とした紀伊半島産標本の同定を Lophoplax aff. 
sextuberculata としているが , この標本は Takeda 
& Marumura (1995) に よ っ て L. sextuberculata
であることが確認されているため , 武田 ･
丸 村 (1995) が 和 名 提 唱 し た 対 象 標 本 は L. 
sextuberculata である . しかしながら , 本種のタ
イプ産地は小笠原諸島であり , 紀伊半島のみに
生息する種ではないこと , 本種の記載 (Takeda 
& Kurata 1984) やその後の研究 ( 武田 ･ 丸村 
1995; Takeda & Marumura 1995) に係わった武田

氏が , Takeda & Komatsu (2018) において「New 
Japanese name: Akahoshi-takogani」としているこ
とから , 改称を提唱したものと判断し , 本稿で
も L. sextuberculata の和名を「アカホシタコガニ」
とした .

Lophoplax sculpta (Stimpson, 1858)
ウキボリタコガニ
( 図 8A, 9, 13A, 14I, J)

Pilumnoplax sculpta Stimpson, 1858: 93 [39]; Miers 
1886: 226; Stimpson 1907: 91, pl. 11 (fig. 3).

Lophoplax sculpta — Tesch 1918: 199; Sakai 1939: 
567; Serène 1968: 91; Serène & Lohavanijaya 
1973: 69, 75; Serène et al. 1974: 24; Serène et 
al. 1976: 19; Sakai 1976: 541 (English text), 304 
(Japanese text); Takeda 1977a: 120, fig. 1; 三宅 
1983: 231; Dai et al. 1986: 379, fig. 200 (1, 2), pl. 
55 (4); Ng 1987: 79, 100, 101; 永井 ･ 野村 1988: 
196; Dai & Yang 1991: 409, fig. 200 (1, 2), pl. 55 
(4); Nomura et al. 1996: 17; 酒井 2003: 22; 丸
村 ･ 小阪 2003: 47; Ng et al. 2008: 143, fig. 111; 
Castro & Ng 2010: 25; 成瀬 2010: 31.

(?) Myopilumnus andamanicus Deb, 1989: 115, fig. 

図 8. 全体 , 背面 ( 生時の色彩 ). A, ウキボリタコガニ (RUMF-ZC-5214, 雄 , 8.1 × 10.1 mm); B, サモアタコガニ 
(RUMF-ZC-5199, 雄 , 4.1 × 6.0 mm); C, ヨコナガオキナガニ (RUMF-ZC-5196, 雌 , 3.3 × 5.5 mm); D, メイロケブ
カガニ (RUMF-ZC-5203, 雄 , 10.1 × 13.1 mm).
Fig. 8. Entire animal, dorsal view (live colouration); A, Lophoplax sculpta (Stimpson, 1858) (A, RUMF-ZC-5214, male, 
8.1 × 10.1 mm); B, Pseudocryptocoeloma symmetrinudus Edmondson, 1951 (RUMF-ZC-5199, male, 4.1 × 6.0 mm); C, 
Pseudolitochira integra (Miers, 1884) (RUMF-ZC-5196, female, 3.3 × 5.5 mm); D, Vellumnus vermiculatus (A. Milne-
Edwards, 1873) (RUMF-ZC-5203, male, 10.1 × 13.1 mm).
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1; Dev Roy 2008: 56, 168; Rao 2010: 196; Dev 
Roy & Nandi 2012: 202, 224; Rao et al. 2013: 17, 
146.

(?) Pseudocryptocoeloma andamanicus — Trivedi et 
al. 2018: 60.

検討標本 . RUMF-ZC-992, 1 雌 (7.9 × 10.3 mm), 
奄美諸島加計呂麻島知之浦 , 2005 年 4 月 28 日 , 
名和純採集 ; RUMF-ZC-5212, 1 雄 (6.5 × 8.1 mm), 
1 雌 (5.6 × 7.1 mm), 沖縄島恩納村瀬良垣 , 2009
年 2 月 12 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5213, 
1 雄 (5.7 × 7.4 mm), 1 雌 (3.5 × 4.5 mm), 沖縄島
恩納村山田 , 2008 年 10 月 16 日 , 前之園唯史採
集 ; RUMF-ZC-974, 1 雄 (7.8 × 9.5 mm), 3 雌 (7.6 
× 9.8, 8.1 × 10.3, 8.5 × 10.8 mm), 沖縄島浦添市港
川 , 2008 年 1 月 6 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-
ZC-5207, 1 雄 (8.2 × 10.2 mm), 沖縄島浦添市港
川 , 2014 年 2 月 15 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-
ZC-5208, 1 雄 (3.0 × 3.8 mm), 1 雌 (6.5 × 8.2 mm), 
沖縄島浦添市港川 , 2007 年 12 月 24 日 , 前之園
唯史採集 ; RUMF-ZC-5209, 1 雄 (5.7 × 7.1 mm), 
沖縄島浦添市港川 , 2010 年 2 月 12 日 , 前之園唯
史採集 ; RUMF-ZC-5210, 1 雄 (5.9 × 7.4 mm), 沖
縄島浦添市港川 , 2010 年 4 月 28 日 , 前之園唯史
採集 ; RUMF-ZC-5211, 1 雄 (4.7 × 6.3 mm), 沖縄
島浦添市港川 , 2013 年 3 月 28 日 , 前之園唯史採
集 ; RUMF-ZC-5214, 1 雄 (8.1 × 10.1 mm), 沖縄島

浦添市港川 , 2018 年 3 月 1 日 , 前之園唯史採集 . 
備考 . 現在 , タコガニ属 Lophoplax Tesch, 1918

には , L. bicristata Tesch, 1918 ( タイプ産地 : イ
ンドネシアのマカッサル海峡とカイ諸島 ), タコ
ガニ L. takakurai Sakai, 1935 ( タイプ産地 : 相模
湾西部 ), ウキボリタコガニ L. sculpta (Stimpson, 
1858) ( タイプ産地 : 琉球列島奄美大島 ) およ
びアカホシタコガニ L. sextuberculata Takeda & 
Kurata, 1984 ( タイプ産地 : 小笠原諸島兄島 ) の
4 種が含まれている (Ng et al. 2008). ウキボリタ
コガニは , 甲背面の隆起の形状や配置が他の 3
種と明らかに異なること , 鉗脚は長節が短く , 
腕節が肥大すること , 歩脚は全体的に太くて短
く , 長節から腕節の上面に太い隆起を具えるこ
とにより , 他の 3 種から容易に識別可能である . 

Deb (1989) はアンダマン諸島から採集され
た雌の 1 標本に基づき , 単型の属 Myopilumnus 
Deb, 1989 を 創 設 し , M. andamanicus Deb, 1989
を新種記載した . しかし , その記載や図から判
断すると M. andamanicus はウキボリタコガニ
と同一種である可能性が高いため , 両種の詳細
な比較が望まれる . なお , Trivedi et al. (2018: 60) 
は , 理由を示さずに M. andamanicus の帰属を
Pseudocryptocoeloma Ward, 1936 としている .
採集環境 . 検討標本は , 礁池内の転石の下や

集積した死サンゴ片の隙間より採集された . 海
草藻場の周辺で採集されることが多いが , 藻場

図 9. ウキボリタコガニ (RUMF-ZC-5207, 雄 , 8.2 × 10.2 mm). A, 甲 , 背面 ; B, 甲の右前半部 , 背面 ; C, 頭胸甲の
右前半部 , 前面 ; D, 鉗部 , 外面 .
Fig. 9. Lophoplax sculpta (Stimpson, 1858) (RUMF-ZC-5207, male, 8.2 × 10.2 mm). A, carapace, dorsal view; B, right 
anterior part of carapace, dorsal view; C, right anterior part of cephalothorax, frontal view; D, chelae, outer view.
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との関連は不明である .
分布 . タイプ産地は奄美大島 (Stimpson 1858). 

琉球列島からは , 奄美大島の他に加計呂麻島 , 
沖縄島 , 阿嘉島 , 石垣島から報告されており 
(Takeda 1977a; Nomura et al. 1996; 成瀬 2010), 海
外からはインドネシア , フィリピンおよび中
国 ( 海南島 ) から報告されている (Serène et al. 
1974; Dai & Yang 1991; Ng et al. 2008). なお , 本種
との異同が定かでない Myopilumnus andamanicus
の記録はインド洋東部のアンダマン ･ ニコバル
諸島のみである (Trivedi et al. 2018).

Pseudocryptocoeloma Ward, 1936
サモアタコガニ属 (新称 )

備 考 . 日 本 の 沿 岸 域 か ら 記 録 の あ る
Pseudocryptocoeloma Ward, 1936 は , 八重山諸島
黒島と慶良間諸島屋嘉比島産のサモアタコガニ
P. symmetrinudus Edmondson, 1951のみである (丸
村 ･ 武田 2012).
和名 . 日本国内から本属の種を初めて報告し

た丸村 ･ 武田 (2012) では , 属の和名が提唱され
ていない . 本属唯一の国内種であるサモアタコ
ガニに因み , 「サモアタコガニ属」の標準和名を
提唱する .

Pseudocryptocoeloma symmetrinudus Edmondson, 
1951
サモアタコガニ
( 図 8B, 10, 13B, 14K, L)

Pseudocryptocoeloma symmetrinudus Edmondson, 
1951: 233, fig. 34; Serène 1968: 86; Ng 1987: 79, 
97; Ng et al. 2008: 144; 丸村 ･ 武田 2012: 192, 
figs. 2A, 3, 4.

Lophoplax symmetrinudus — Takeda & Kurata 
1984: 201; Takeda & Marumura 1995: 90.

検討標本 . RUMF-ZC-5199, 1 雄 (4.1 × 6.0 mm), 
沖縄島本部町備瀬 , 2016 年 2 月 10 日 , 前之園唯
史採集 . 
備考 . 検討標本の形態的特徴は , Edmondson 

(1951) お よ び 丸 村 ･ 武 田 (2012) に よ る
Pseudocryptocoeloma symmetrinudus Edmondson, 
1951 の記載や図と概ね一致したが , 甲幅 / 甲長
の比に若干の相違が確認された . 先行研究によ
る本種の甲幅 / 甲長比は , Edmondson (1951) の
サモア産の 1 標本で 1.30, 丸村 ･ 武田 (2012) の
琉球列島産の 2 標本は何れも 1.31 とされてい
るが , 本研究の検討標本の値は 1.46 (n = 1) で
あり , 明らかに甲が幅広い . これは Edmondson 
(1951: fig. 34a) の線画と本研究の検討標本 ( 図

図 10. サモアタコガニ (RUMF-ZC-5199, 雄 , 4.1 × 6.0 mm). A, 甲 , 背面 ; B, 甲の右前半部 , 背面 ; C, 頭胸甲の右
前半部 , 前面 ; D, 鉗部 , 外面 .
Fig. 10. Pseudocryptocoeloma symmetrinudus Edmondson, 1951 (RUMF-ZC-5199, male, 4.1 × 6.0 mm). A, carapace, 
dorsal view; B, right anterior part of carapace, dorsal view; C, right anterior part of cephalothorax, frontal view; D, 
chelae, outer view.
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10A) を比較しても明らかである [ ただし丸村 ･
武田 (2012: figs. 2A, 3A) の写真とは顕著な違い
を見出せない ]. カニ類 ( 短尾下目 ) では成長に
伴って甲が幅広くなる種 ( 例えば , 前之園 ･ 成
瀬 2018: figs. 8A, 12A) や正方形に近付く ( 甲幅 /
甲長比の値が小さくなる ) 種 ( 例えば , 前之園 ･
成瀬 2015: fig. 12A; 前之園 ･ 成瀬 2016: fig. 4A; 
前之園 2017: fig. 3A, B) が存在する . 本研究の検
討標本は甲長 4.1 mm であり , 先行研究の 3 標本 
( 甲長 5.0, 5.9, 7.7 mm) よりも小さいため , 成長
によって甲幅 / 甲長比が小さくなる ( 正方形に
近づく ) 相対成長の可能性が考えられる . なお , 
これらの 4 標本はすべて雄であるため , この変
異は雌雄差ではない . 

本種は Edmondson (1951) によってサモアタ
コ ガ ニ 属 Pseudocryptocoeloma Ward, 1936 の 2
番目の種として記載されたが , Takeda & Kurata 
(1984: 201) や Takeda & Marumura (1995: 90) は , 
タコガニ属 Lophoplax Tesch, 1918 に移すことを
提言した . 一方 , さらに近年の研究では原記載
通りにサモアタコガニ属とされている (Ng et al. 
2008: 144; 丸村 ･ 武田 2012: 192). しかしながら , 
これまでの研究では , 標本に基づいた本種と P. 
parvus Ward, 1936 ( サモアタコガニ属のタイプ
種 ) の比較 , さらにサモアタコガニ属と類似属 
( 例えば , オキナガニ属やタコガニ属 ) の比較
は行われておらず , 何れも暫定的な措置である
と考えられる . 本研究で扱った種のうち , ウキ
ボリタコガニ Lophoplax sculpta (Stimpson, 1858) 
とメイロケブカガニ Vellumnus vermiculatus (A. 
Milne-Edwards, 1873) は , 甲背面の隆起の形状や
配置 , さらに鉗部の形状が本種と類似している
ため , これらの種や関連属を含めた総合的な検
討が必要であろう .
採集環境 . 検討標本は , 礁縁付近の死サンゴ

塊の根元より採集された .
分布 . これまでの採集記録は , タイプ産地の

サモア (Edmondson 1951) と琉球列島 ( 沖縄島 , 
屋嘉比島 , 八重山諸島黒島 ) ( 丸村 ･ 武田 2012; 
本研究 ) のみである .

Pseudolitochira Ward, 1942
ヨコナガオキナガニ属

備考 . ヨコナガオキナガニ属 Pseudolitochira 
Ward, 1942 を創設した Ward (1942) は , 本属に
Carcinoplax integra Miers, 1884 (= ヨコナガオキ
ナ ガ ニ ) と Litocheira decharmoyi Bouvier, 1915 
(= ツブヨコナガオキナガニ ) を含めた . しかし , 
Ng et al. (2017) および Ng et al. (2018) によって
ツブヨコナガオキナガニがオキナガニ属に移さ
れたため , 現在のところ , 本属はヨコナガオキ

ナガニのみを含む単型の属である .

Pseudolitochira integra (Miers, 1884)
ヨコナガオキナガニ
( 図 8C, 11, 13C, 14M, N)

Carcinoplax integra Miers, 1884: 543, pl. 48 (fig. C); 
Miers 1886: 233.

Litocheira integra — Borradaile 1903: 430; Tesch 
1918: 165; De Man 1929: 13, pl. 2 (fig. 4); Sakai 
1955: 108, fig. 3.

Litochira integra — Bouvier 1915: 296, text-fig. 34.
Heteropilumnus integra — Sakai 1976: 493 (English 

text), text-fig. 264a, 304 (Japanese text); 永井 ･
野村 1988: 112; 酒井 2003: 20; Venkataraman et 
al. 2004: 309; Rao 2010: 195; Trivedi et al. 2018: 
59.

Heteropilumnus integer — Holthuis 1953: 22; 三宅 
1983: 233; 伊藤 1992: 46; Nomura et al. 1996: 
17; 鄭 1997: 16, 22.

Pseudolitochira integra — Ward 1942: 55, 101, pl. 6 
(fig. 5); 武田 ･ 三宅 1976: 110; Ng 1987: 79, 97; 
Ng & Tan 1988: 18; Ng et al. 2001: 31; Dev Roy 
2008: 60, 168; Ng et al. 2008: 144; 成瀬 2010: 
32 (part: RUMF-ZC-967); Komatsu 2011: 274; 
Dev Roy & Bhadra 2011: 113, 186; Dev Roy & 
Nandi 2012: 203; Hosie et al. 2015: 276; Ng et 
al. 2017: 63; Ng et al. 2018: 144; Trivedi et al. 
2018: 60.

Pseudolitochira integer — Serène 1968: 86; Paulay 
et al. 2003: 498.

Pseudolitocheira integra — Serène et al. 1974: 23; 
Türkay 1975: 126, 128, 129; 丸村 ･ 小阪 2003: 
61; Dev Roy & Bhadra 2011: 221, 231, 256.

Heteropilumnas integra — Rao et al. 1989: 74;
Pseudolithochira integra — Innocenti & Manzoni 

2017: 47.
(?) Litochira integra — Alcock 1900: 314 [? = 

Carcinoplax subinteger Lanchester, 1900 (= 
Heteropilumnus holthuisi Ng & Tan, 1988), see 
Tesch 1918: 175; De Man 1929: 9, 13].

(?) Litocheira integra — Laurie 1915: 464; pl. 45 
(fig. 2) [? = Heteropilumnus setosus (A. Milne-
Edwards, 1873), see De Man 1929: 8].

Not Carcinoplax integer — De Man 1887: 93 [= 
Heteropilumnus holthuisi Ng & Tan, 1988].

Not Pseudolitochira integra — 成瀬 2010: 32 (part: 
RUMF-ZC-973) [= Pilumnus sp. (?) P. turgidulus 
Rathbun, 1911].

Not Pseudolitochira integra — 町 田 2017: 53, 
figs. 2, 3 [= Zehntneriana amakusae (Takeda & 
Miyake, 1969)].
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検討標本 . RUMF-ZC-5190, 1 雌 (3.4 × 5.6 mm), 
沖縄島国頭村与那 , 2008 年 5 月 21 日 , 前之園唯
史採集 ; RUMF-ZC-967, 2 雌 (3.0 × 4.7, 3.7 × 6.2 
mm), 沖縄島国頭村与那 , 2008 年 5 月 22 日 , 前
之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5191, 1 雌 (3.1 × 5.0 
mm), 沖縄島国頭村与那 , 2010 年 5 月 14 日 , 前
之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5194, 1 雄 (2.9 × 4.4 
mm), 沖縄島本部町備瀬 , 2010 年 5 月 17 日 , 前
之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5195, 1 雌 (3.3 × 5.3 
mm), 沖縄島本部町備瀬 , 2018 年 1 月 2 日 , 前之
園唯史採集 ; RUMF-ZC-5197, 1 雌 (3.9 × 6.8 mm), 
沖縄島本部町備瀬 , 2014 年 12 月 23 日 , 前之園
唯史採集 ; RUMF-ZC-5196, 1 雄 (2.8 × 4.5 mm), 1
雌 (3.3 × 5.5 mm), 沖縄島本部町崎本部 , 2017 年
12 月 4 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5192, 1
雌 (3.4 × 5.5 mm), 沖縄島浦添市伊奈武瀬 , 2010
年 6 月 12 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5193, 
1 雄 (3.0 × 4.7 mm), 沖縄島八重瀬町玻名城 , 2013
年 7 月 20 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5198, 
1 雌 (3.5 × 5.6 mm), 沖縄島糸満市大度海岸 , 2009
年 5 月 26 日 , 前之園唯史採集 .
備考 . 成瀬 (2010: 32) に掲載されている沖

縄島産のヨコナガオキナガニ Pseudolitochira 
integra (RUMF-ZC-967, 973) の う ち , RUMF-
ZC-967 は 本 種 で あ っ た が , RUMF-ZC-973 は
Pilumnus turgidulus Rathbun, 1911 に類似する不

明種であった ( 表 1).
町田 (2017) は高知県から本種を記録したが , 

この高知県産の種は , 町田 (2018) でアマクサツ
ェンナーガニ Zehntneriana amakusae (Takeda & 
Miyake, 1969) とされた種と同一である ( 町田 , 
私信 ).
採集環境 . 検討標本は , 礁縁付近の死サンゴ

塊や岩盤の隙間から採集された .
分布 . セーシェル諸島をタイプ産地とし 

(Miers 1884), これまでソマリア , モーリシャス , 
チャゴス諸島 , モルディブ , インド , インドネシ
ア , 台湾 , 日本 , サイパンおよびオーストラリ
アから報告されている (Borradaile 1903; Bouvier 
1915; De Man 1929; Ward 1942; Holthuis 1953; 
Sakai 1955; Rao et al. 1989; 鄭 1997; Hosie et al. 
2015; Innocenti & Manzoni 2017). 日本国内では , 
和歌山県潮岬 , 小笠原諸島 ( 母島 ) および琉球
列島 ( 沖縄島 , 座間味島 , 阿嘉島 , 八重山諸島黒
島 ) から記録されている (Sakai 1955; Nomura et 
al. 1996; 丸村 ･ 小阪 2003; 成瀬 2010).

Vellumnus Ng, 2010
ミナベケブカガニ属

備考 . Ng (2010) は , 従 来 Planopilumnus Balss, 
1933 に 置 か れ て い た 種 の う ち , Pilumnus 

図11. ヨコナガオキナガニ (A–C, RUMF-ZC-5197, 雌 , 3.9 × 6.8 mm; D, RUMF-ZC-5196, 雄 , 2.8 × 4.5 mm). A, 甲 , 
背面 ; B, 甲の右前半部 , 背面 ; C, 頭胸甲の右前半部 , 前面 ; D, 鉗部 , 外面 .
Fig. 11. Pseudolitochira integra (Miers, 1884) (A–C, RUMF-ZC-5197, female, 3.9 × 6.8 mm; D, RUMF-ZC-5196, 
male, 2.8 × 4.5 mm). A, carapace, dorsal view; B, right anterior part of carapace, dorsal view; C, right anterior part of 
cephalothorax, frontal view; D, chelae, outer view.
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labyrinthicus Miers, 1884, Pil. vermiculatus A. 
Milne-Edwards, 1873, Pil. penicillatus Gordon, 
1930, Planopilumnus minabensis Sakai, 1969, Pla. 
pygmaeus Takeda, 1977 の 5 種 を 新 属 Vellumnus 
Ng, 2010 に 移 し た . こ の う ち 日 本 沿 岸 か ら
採集記録のある種は , メイロケブカガニ V. 
vermiculatus (A. Milne-Edwards, 1873), ミナベケ
ブカガニ V. minabensis (Sakai, 1969), チビメイロ
ケブカガニ V. pygmaeus (Takeda, 1977) の 3 種で
ある (Sakai 1969; Sakai 1976; Takeda 1977b).
和名 . Sakai (1976) や三宅 (1983) は , 当時ミナ

ベケブカガニが帰属していた Planopilumnus の
和名を「ミナベケブカガニ属」としたが , 現在
ではミナベケブカガニは Vellumnus に移され , 
狭義の Planopilumnus に日本産の種は含まれな
い (Ng 2010; Ng & Kazmi 2010). したがって , 「ミ
ナベケブカガニ属」という和名は Vellumnus に
充てるのが妥当であろう .

Vellumnus vermiculatus (A. Milne-Edwards, 1873)
メイロケブカガニ
( 図 8D, 12, 13D, 14O, P)

Pilumnus vermiculatus A. Milne-Edwards, 1873: 
247, pl. 9 (fig. 6); Miers 1886: 149; 川本 ･ 奥野 
2003: 142; 丸村 ･ 小阪 2003: 57; Ng & Richer 

de Forges 2007: 327; Titelius et al. 2009: 154; 成
瀬 2010: 32.

Pilumnus  (Parapi lumnus )  vermicula tus  — 
Kossmann 1877: 38.

Planopilumnus vermiculatus — Balss 1933: 13, 41; 
Balss 1938: 70; Miyake 1939: 218, 239; Garth 
1964: 141; Serène 1968: 86; Sakai 1976: 492 
(English text), 303 (Japanese text), pl. 176 (fig. 
2); 三宅 1983: 233; Garth et al. 1987: 246, 259; 
永井 ･ 野村 1988: 191; Takeda 1989: 168, 179; 
武田 1994: 211; Nomura et al. 1996: 17; Fransen 
et al. 1997: 119; Davie & Short 2001: 83; 酒 井 
2003: 26.

Platypilumnus vermiculatus — Davie 2002: 419.
“Pilumnus” vermiculatus — Ng et al. 2008: 142.
Vellumnus vermiculatus — Ng 2010: 51; Hosie et al. 

2015: 276; 藤田 2018: 90.

検討標本 . RUMF-ZC-5206, 2 雄 (10.7 × 14.4, 11.6 
× 14.9 mm), 1 雌 (7.7 × 10.1 mm), 沖縄島国頭村
辺野喜 , 2010 年 4 月 16 日 , 前之園唯史採集 ; 
RUMF-ZC-987, 1 雄 (6.7 × 9.0 mm), 沖縄島国頭
村与那 , 2007 年 11 月 24 日 , 前之園唯史採集 ; 
RUMF-ZC-5200, 1 雌 (12.7 × 16.7 mm), 沖縄諸島
本部町瀬底島 , 2009 年 6 月 5 日 , 前之園唯史採
集 ; RUMF-ZC-5201, 1 雄 (6.1 × 8.1 mm), 1 雌 (6.5 

図 12. メイロケブカガニ (RUMF-ZC-5203, 雄 , 10.1 × 13.1 mm). A, 甲 , 背面 ; B, 甲の右前半部 , 背面 ; C, 頭胸甲
の右前半部 , 前面 ; D, 鉗部 , 外面 .
Fig. 12. Vellumnus vermiculatus (A. Milne-Edwards, 1873) (RUMF-ZC-5203, male, 10.1 × 13.1 mm). A, carapace, 
dorsal view; B, right anterior part of carapace, dorsal view; C, right anterior part of cephalothorax, frontal view; D, 
chelae, outer view.
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× 8.7 mm), 1 抱卵雌 (13.0 × 16.8 mm), 沖縄諸島本
部町瀬底島 , 2009 年 5 月 13 日 , 前之園唯史採集 ; 
RUMF-ZC-5202, 1 雄 (4.2 × 5.5 mm), 沖縄諸島本
部町瀬底島 , 2008 年 3 月 20 日 , 前之園唯史採集 ; 
RUMF-ZC-5204, 1 雄 (7.7 × 10.0 mm), 沖縄諸島本
部町瀬底島 , 2010 年 5 月 13 日 , 前之園唯史採集 ; 
RUMF-ZC-5205, 1 雄 (4.3 × 5.9 mm), 沖縄諸島本
部町瀬底島 , 2015 年 5 月 18 日 , 前之園唯史採集 ; 
RUMF-ZC-5203, 1 雄 (10.1 × 13.1 mm), 沖縄島浦
添市伊奈武瀬 , 2015 年 11 月 26 日 , 前之園唯史
採集 . 
備考 . 現在 , ミナベケブカガニ属 Vellumnus 

Ng, 2010 に置かれている 5 種のうち , Vellumnus 
labyrinthicus (Miers, 1884) とミナベケブカガニ V. 
minabensis (Sakai, 1969) ならびに V. penicillatus 
(Gordon, 1930) と チ ビ メ イ ロ ケ ブ カ ガ ニ V. 
pygmaeus (Takeda, 1977) は , それぞれ甲背面の
隆起の形状や配置がよく似ている一方で , メイ
ロケブカガニ V. vermiculatus (A. Milne-Edwards, 
1873) のそれは , ウキボリタコガニ Lophoplax 
sculpta (Stimpson, 1858) や サ モ ア タ コ ガ ニ
Pseudocryptocoeloma symmetrinudus Edmondson, 
1951 に類似する . ミナベケブカガニ属を創設し
た Ng (2010) も本種が他のミナベケブカガニ属
とやや異なることを指摘しつつも , 暫定的な措
置として本属に含めている (p. 51).
採集環境 . 検討標本は , 礁池内の転石の下や

死サンゴ塊の根元より採集された .
分布 . ニューカレドニアをタイプ産地とし 

(A. Milne-Edwards 1873), これまで日本 , オース
トラリア , ポンペイ島 , マーシャル諸島および
ギルバート諸島から報告されている (Balss 1933; 
Balss 1938; Sakai 1976; Davie & Short 2001). 日本

国内では琉球列島 ( 加計呂麻島 , 伊平屋島 , 沖縄
島 , 瀬底島 , 座間味島 , 屋嘉比島 , 阿嘉島 , 久米
島 , 宮古諸島下地島 , 石垣島 , 竹富島 ) に分布す
る (Sakai 1976; Takeda 1989; 武田 1994; Nomura et 
al. 1996; 川本 ･ 奥野 2003; 成瀬 2010; 藤田 2018; 
本研究 ).
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図 13. 雄の腹部 . A, ウキボリタコガニ (RUMF-ZC-5207, 雄 , 8.2 × 10.2 mm); B, サモアタコガニ (RUMF-
ZC-5199, 雄 , 4.1 × 6.0 mm); C, ヨコナガオキナガニ (RUMF-ZC-5196, 雄 , 2.8 × 4.5 mm); D, メイロケブカガニ 
(RUMF-ZC-5203, 雄 , 10.1 × 13.1 mm).
Fig. 13. Male pleon. A, Lophoplax sculpta (Stimpson, 1858) (RUMF-ZC-5207, male, 8.2 × 10.2 mm); B, 
Pseudocryptocoeloma symmetrinudus Edmondson, 1951 (RUMF-ZC-5199, male, 4.1 × 6.0 mm); C, Pseudolitochira 
integra (Miers, 1884) (RUMF-ZC-5196, male, 2.8 × 4.5 mm); D, Vellumnus vermiculatus (A. Milne-Edwards, 1873) 
(RUMF-ZC-5203, male, 10.1 × 13.1 mm).
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図 14. 雄の左の第 1 腹肢 . A, B, オキナガニ (RUMF-ZC-5166, 雄 , 8.9 × 12.3 mm); C, D, ツブヨコナガオキナガ
ニ (RUMF-ZC-5189, 雄 , 5.3 × 7.5 mm); E, F, ハバヒロオキナガニ ( 新称 ) (RUMF-ZC-5172, 雄 , 5.9 × 8.6 mm); G, 
H, ハラボソオキナガニ ( 新称 ) (RUMF-ZC-5178, 雄 , 9.0 × 12.6 mm); I, J, ウキボリタコガニ (RUMF-ZC-5207, 
雄 , 8.2 × 10.2 mm); K, L, サモアタコガニ (RUMF-ZC-5199, 雄 , 4.1 × 6.0 mm); M, N, ヨコナガオキナガニ 
(RUMF-ZC-5196, 雄 , 2.8 × 4.5 mm); O, P, メイロケブカガニ (RUMF-ZC-5203, 雄 , 10.1 × 13.1 mm). A, C, E, G, I, 
K, M, O, 外背面 ( 剛毛は省略 ); B, D, F, H, J, L, N, P, 同 , 末端部 . スケール = 1.0 mm.
Fig. 14. Male left first gonopods. A, B, Heteropilumnus ciliatus (Stimpson, 1858) (RUMF-ZC-5166, male, 8.9 × 12.3 
mm); C, D, Heteropilumnus decharmoyi (Bouvier, 1915) (RUMF-ZC-5189, male, 5.3 × 7.5 mm); E, F, Heteropilumnus 
hirsutior (Lanchester, 1900) (RUMF-ZC-5172, male, 5.9 × 8.6 mm); G, H, Heteropilumnus satriai Yeo, Rahayu & Ng, 
2004 (RUMF-ZC-5178, male, 9.0 × 12.6 mm); I, J, Lophoplax sculpta (Stimpson, 1858) (RUMF-ZC-5207, male, 8.2 
× 10.2 mm); K, L, Pseudocryptocoeloma symmetrinudus Edmondson, 1951 (RUMF-ZC-5199, male, 4.1 × 6.0 mm); 
M, N, Pseudolitochira integra (Miers, 1884) (RUMF-ZC-5196, male, 2.8 × 4.5 mm); O, P, Vellumnus vermiculatus (A. 
Milne-Edwards, 1873) (RUMF-ZC-5203, male, 10.1 × 13.1 mm). A, C, E, G, I, K, M, O, dorsolateral view (setae not 
drown); B, D, F, H, J, L, N, P, same, apical part. Scales = 1.0 mm.
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Repor t  on  n ine  rare  p i lumnid  crabs 
(Crustacea: Decapoda: Brachyura) collected 
from southern Japan, including three new 
records

Tadafumi Maenosono
Kankyosha, 1-4-5 102 Kyozuka, Urasoe, 
Okinawa 901-2111, Japan (maenosono@
kankyo-sha.co.jp)

Abstract. Nine rare pilumnid crabs, Heteropilumnus 
ciliatus (Stimpson, 1858), H. decharmoyi (Bouvier, 
1915), H. hirsutior (Lanchester, 1900), H. satriai 
Yeo, Rahayu & Ng, 2004, Pilumnus digitalis 
Rathbun, 1923, Lophoplax sculpta (Stimpson, 1858), 
Pseudocryptocoeloma symmetrinudus Edmondson, 
1951, Pseudolitochira integra (Miers, 1884) and 
Vellumnus vermiculatus (A. Milne-Edwards, 1873) 
are reported based on specimens collected from the 
Ryukyu Islands and the southern part of Kyushu. 
The present study represents the first records of 
H. hirsutior, H. satriai and Pilumnus digitalis to 
the Japanese fauna. The morphological features of 
P. digitalis resemble several species of the genus 
Heteropilumnus De Man, 1895, but full revision of 
the genus Heteropilumnus is needed to ascertain the 
generic position of the species.
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